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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　錠剤を分包する分包手段に錠剤を供給する分包システムであって、
　錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを
示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠
剤数を含む包装データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前
記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段
に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記
錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、
　前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定する判定手
段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取
り出されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部か
ら取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データ
に設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生
成する生成手段と、
　を備えることを特徴とする分包システム。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取
出し手段により取り出されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が
前記錠剤供給部から取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶
された包装データに従って、前記記憶手段に記憶された包装データに設定されている前記
取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成することを特徴とす
る請求項１に記載の分包システム。
【請求項３】
　前記生成手段により生成される包装データは、前記判定手段により前記錠剤供給部から
取り出す錠剤が無いと判定された前記錠剤取出し手段による錠剤取出し動作を行わずに、
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前記手撒供給手段による供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報を設定した包装デ
ータであることを特徴とする請求項１又は２に記載の分包システム。
【請求項４】
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取
り出されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部か
ら取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データ
に従って行われる前記錠剤取出し手段による錠剤取出し動作を、前記手撒供給手段による
供給動作に切り替えるかの指示をユーザ操作により受け付ける受付手段を更に備え、
　前記生成手段は、前記受付手段により、前記錠剤取出し手段による錠剤取出し動作を、
前記手撒供給手段による供給動作に切り替える指示を受け付けたことを条件に、前記記憶
手段に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報と
して設定した包装データを生成することを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載
の分包システム。
【請求項５】
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取
り出されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部か
ら取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データ
に従って行われる前記錠剤取出し手段による錠剤取出し動作を、前記手撒供給手段による
供給動作に切り替えるかの指示を受け付ける受付画面を表示する表示手段を更に備え、
　前記受付手段は、前記表示手段により表示された受付画面を介して、前記記憶手段に記
憶された包装データに従って行われる前記錠剤取出し手段による錠剤取出し動作を、前記
手撒供給手段による供給動作に切り替える指示を受け付けることを特徴とする請求項４に
記載の分包システム。
【請求項６】
　前記表示手段により表示される受付画面は、前記記憶手段に記憶された包装データに従
って行われる前記錠剤取出し手段による錠剤取出し動作を、前記手撒供給手段による供給
動作に切り替えるか、前記錠剤取出し手段による、錠剤供給部からの錠剤の取り出しを再
開するかの選択を受け付ける受付画面であり、
　前記生成手段は、前記錠剤取出し手段による、錠剤供給部からの錠剤の取り出しを再開
するかの選択を受け付けた場合には、前記記憶手段に記憶された包装データに設定されて
いる前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成しないこと
を特徴とする請求項５に記載の分包システム。
【請求項７】
　前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤が無いと
判定されたことを条件に、前記錠剤取出し手段による取り出し動作を停止する停止手段を
更に備え、
　前記受付手段は、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取
出し手段により取り出されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が
前記錠剤供給部から取り出す錠剤が無いと判定され、前記停止手段により前記錠剤取出し
手段による取り出し動作を停止したことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データ
に従って行われる前記錠剤取出し手段による錠剤取出し動作を、前記手撒供給手段による
供給動作に切り替えるかの指示をユーザ操作により受け付けることを特徴とする請求項４
乃至６の何れか１項に記載の分包システム。
【請求項８】
　前記錠剤供給部は、錠剤シートを含み、
　前記錠剤取出し手段は、前記錠剤シートから錠剤を取り出すことを特徴とする請求項１
乃至７の何れか１項に記載の分包システム。
【請求項９】
　前記判定手段は、前記錠剤シートが投入される投入口に錠剤シートがあるか否かを判定
することで、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定
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することを特徴とする請求項８に記載の分包システム。
【請求項１０】
　前記錠剤供給部は、錠剤を収容するカセットを含み、
　前記錠剤取出し手段は、前記カセットから錠剤を取り出すことを特徴とする請求項１乃
至７の何れか１項に記載の分包システム。
【請求項１１】
　前記手撒供給手段は、前記生成手段により生成された包装データに従って、前記錠剤マ
スに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給することを特徴とする請求項１乃至１０の何
れか１項に記載の分包システム。
【請求項１２】
　錠剤を分包する分包手段に錠剤を供給する分包システムであって、
　錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを
示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠
剤数を含む包装データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前
記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段
に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記
錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取
り出されていない状態で、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前記記憶手段
に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として
設定した包装データを生成する生成手段と、
　を備えることを特徴とする分包システム。
【請求項１３】
　前記生成手段は、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取
出し手段により取り出されていない状態で、前記記憶手段に記憶された包装データに従っ
て、未取り出しの錠剤に関して前記記憶手段に記憶された包装データに設定されている前
記取出動作情報を、手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成することを特徴
とする請求項１２に記載の分包システム。
【請求項１４】
　錠剤を分包する分包手段に錠剤を供給する錠剤供給装置であって、
　錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを
示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠
剤数を含む包装データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前
記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段
に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記
錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、
　前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定する判定手
段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取
り出されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部か
ら取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データ
に設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生
成する生成手段と、
　を備えることを特徴とする錠剤供給装置。
【請求項１５】
　錠剤を分包する分包手段に錠剤を供給する錠剤供給装置であって、
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　錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを
示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠
剤数を含む包装データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前
記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段
に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記
錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取
り出されていない状態で、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前記記憶手段
に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として
設定した包装データを生成する生成手段と、
　を備えることを特徴とする錠剤供給装置。
【請求項１６】
　錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供給する分包システ
ムにおける制御方法であって、
　錠剤取出し手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定さ
れている場合に、前記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出
し工程と、
　手撒供給手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠
剤を前記分包手段に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されて
いる場合に、前記錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給工程と
、
　判定手段が、前記錠剤取出し工程で前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判
定する判定工程と、
　生成手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し
工程で取り出されていない状態で、前記判定工程で、前記錠剤取出し工程で前記錠剤供給
部から取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装デ
ータに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データ
を生成する生成工程と、
　を備えることを特徴とする制御方法。
【請求項１７】
　錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供給する分包システ
ムで読み取り実行可能なプログラムであって、
　前記分包システムを、
　前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前
記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段
に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記
錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、
　前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定する判定手
段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し工程で取り出
されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取
り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データに設
定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成す
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る生成手段として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１８】
　錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供給する分包システ
ムにおける制御方法であって、
　錠剤取出し手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定さ
れている場合に、前記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出
し工程と、
　手撒供給手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠
剤を前記分包手段に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されて
いる場合に、前記錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給工程と
、
　生成手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し
工程で取り出されていない状態で、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前記
記憶手段に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情
報として設定した包装データを生成する生成工程と、
　を備えることを特徴とする制御方法。
【請求項１９】
　錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供給する分包システ
ムで読み取り実行可能なプログラムであって、
　前記分包システムを、
　前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前
記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段
に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記
錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取
り出されていない状態で、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前記記憶手段
に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として
設定した包装データを生成する生成手段として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項２０】
　錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供給する錠剤供給装
置における制御方法であって、
　錠剤取出し手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定さ
れている場合に、前記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出
し工程と、
　手撒供給手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠
剤を前記分包手段に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されて
いる場合に、前記錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給工程と
、
　判定手段が、前記錠剤取出し工程で前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判
定する判定工程と、
　生成手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し
工程で取り出されていない状態で、前記判定工程で、前記錠剤取出し工程で前記錠剤供給
部から取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装デ
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ータに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データ
を生成する生成工程と、
　を備えることを特徴とする制御方法。
【請求項２１】
　錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供給する錠剤供給装
置で読み取り実行可能なプログラムであって、
　前記錠剤供給装置を、
　前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前
記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段
に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記
錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、
　前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定する判定手
段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取
り出されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部か
ら取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データ
に設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生
成する生成手段として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項２２】
　錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供給する錠剤供給装
置における制御方法であって、
　錠剤取出し手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定さ
れている場合に、前記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出
し工程と、
　手撒供給手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠
剤を前記分包手段に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されて
いる場合に、前記錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給工程と
、
　生成手段が、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し
工程で取り出されていない状態で、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前記
記憶手段に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情
報として設定した包装データを生成する生成工程と、
　を備えることを特徴とする制御方法。
【請求項２３】
　錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供給する錠剤供給装
置で読み取り実行可能なプログラムであって、
　前記錠剤供給装置を、
　前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前
記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段
に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記
錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、
　前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取
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り出されていない状態で、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前記記憶手段
に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として
設定した包装データを生成する生成手段として機能させることを特徴とするプログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の目的は、錠剤取出し手段で分包に必要な錠剤数が取り出されていない状態で、
錠剤取出し手段による錠剤取出し動作を、錠剤マスに手撒きされた錠剤を供給する供給動
作に切り替えるための包装データを生成して、分包動作を容易に継続させるための仕組み
を提供することである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明は、錠剤を分包する分包手段に錠剤を供給する分包システムであって、錠剤供給
部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す取出動
作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数を含む
包装データを記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作
情報が設定されている場合に、前記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給
する錠剤取出し手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされ
た錠剤を前記分包手段に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定さ
れている場合に、前記錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手
段と、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定する判
定手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段
により取り出されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤
供給部から取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包
装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装デ
ータを生成する生成手段と、を備えることを特徴とする。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明は、錠剤を分包する分包手段に錠剤を供給する分包システムであって、錠
剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに前記取
出動作情報が設定されている場合に、前記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段
に供給する錠剤取出し手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が
設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒
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供給手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手
段により取り出されていない状態で、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前
記記憶手段に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作
情報として設定した包装データを生成する生成手段と、を備えることを特徴とする。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、本発明は、錠剤を分包する分包手段に錠剤を供給する錠剤供給装置であって、錠
剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに前記取
出動作情報が設定されている場合に、前記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段
に供給する錠剤取出し手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が
設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒
供給手段と、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定
する判定手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出
し手段により取り出されていない状態で、前記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前
記錠剤供給部から取り出す錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶さ
れた包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した
包装データを生成する生成手段と、を備えることを特徴とする。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本発明は、錠剤を分包する分包手段に錠剤を供給する錠剤供給装置であって、錠
剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し動作を行うことを示す
取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤を取り出す錠剤数
を含む包装データを記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに前記取
出動作情報が設定されている場合に、前記錠剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段
に供給する錠剤取出し手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が
設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒
供給手段と、前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手
段により取り出されていない状態で、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前
記記憶手段に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作
情報として設定した包装データを生成する生成手段と、を備えることを特徴とする。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２０】
　また、本発明は、錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作
を行うことを示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤
を取り出す錠剤数を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供
給する分包システムにおける制御方法であって、錠剤取出し手段が、前記記憶手段に記憶
された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前記錠剤供給部から錠剤
を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し工程と、手撒供給手段が、前記記憶手段
に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給
動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給工程と、判定手段が、前記錠剤取出し工
程で前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定する判定工程と、生成手段が、
前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し工程で取り出さ
れていない状態で、前記判定工程で、前記錠剤取出し工程で前記錠剤供給部から取り出す
錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データに設定され
ている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成する生成
工程と、を備えることを特徴とする。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、本発明は、錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作
を行うことを示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤
を取り出す錠剤数を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供
給する分包システムで読み取り実行可能なプログラムであって、前記分包システムを、前
記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前記錠
剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、前記記憶手段
に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給
動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、前記錠剤取出し手段が前記錠剤
供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定する判定手段と、前記記憶手段に記憶された
包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し工程で取り出されていない状態で、前記判
定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤が無いと判定され
たことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データに設定されている前記取出動作情
報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成する生成手段として機能させる
ことを特徴とする。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、本発明は、錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作
を行うことを示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤
を取り出す錠剤数を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供
給する分包システムにおける制御方法であって、錠剤取出し手段が、前記記憶手段に記憶
された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前記錠剤供給部から錠剤
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を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し工程と、手撒供給手段が、前記記憶手段
に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給
動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給工程と、生成手段が、前記記憶手段に記
憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し工程で取り出されていない状態で
、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前記記憶手段に記憶された包装データ
に設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生
成する生成工程と、を備えることを特徴とする。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、本発明は、錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作
を行うことを示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤
を取り出す錠剤数を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供
給する分包システムで読み取り実行可能なプログラムであって、前記分包システムを、前
記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前記錠
剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、前記記憶手段
に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給
動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、前記記憶手段に記憶された包装
データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取り出されていない状態で、前記記
憶手段に記憶された包装データに従って、前記記憶手段に記憶された包装データに設定さ
れている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成する生
成手段として機能させることを特徴とする。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、本発明は、錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作
を行うことを示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤
を取り出す錠剤数を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供
給する錠剤供給装置における制御方法であって、錠剤取出し手段が、前記記憶手段に記憶
された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前記錠剤供給部から錠剤
を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し工程と、手撒供給手段が、前記記憶手段
に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給
動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給工程と、判定手段が、前記錠剤取出し工
程で前記錠剤供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定する判定工程と、生成手段が、
前記記憶手段に記憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し工程で取り出さ
れていない状態で、前記判定工程で、前記錠剤取出し工程で前記錠剤供給部から取り出す
錠剤が無いと判定されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データに設定され
ている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成する生成
工程と、を備えることを特徴とする。
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【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、本発明は、錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作
を行うことを示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤
を取り出す錠剤数を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供
給する錠剤供給装置で読み取り実行可能なプログラムであって、前記錠剤供給装置を、前
記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前記錠
剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、前記記憶手段
に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給
動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、前記錠剤取出し手段が前記錠剤
供給部から取り出す錠剤があるか否かを判定する判定手段と、前記記憶手段に記憶された
包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取り出されていない状態で、前
記判定手段により、前記錠剤取出し手段が前記錠剤供給部から取り出す錠剤が無いと判定
されたことを条件に、前記記憶手段に記憶された包装データに設定されている前記取出動
作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成する生成手段として機能さ
せることを特徴とする。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、本発明は、錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作
を行うことを示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤
を取り出す錠剤数を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供
給する錠剤供給装置における制御方法であって、錠剤取出し手段が、前記記憶手段に記憶
された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前記錠剤供給部から錠剤
を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し工程と、手撒供給手段が、前記記憶手段
に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給
動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給工程と、生成手段が、前記記憶手段に記
憶された包装データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し工程で取り出されていない状態で
、前記記憶手段に記憶された包装データに従って、前記記憶手段に記憶された包装データ
に設定されている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生
成する生成工程と、を備えることを特徴とする。
 
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、本発明は、錠剤供給部から錠剤を取り出して分包手段に供給する錠剤取出し動作
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を行うことを示す取出動作情報が設定された包装データであって前記錠剤供給部から錠剤
を取り出す錠剤数を含む包装データを記憶する記憶手段を備え、錠剤を前記分包手段に供
給する錠剤供給装置で読み取り実行可能なプログラムであって、前記錠剤供給装置を、前
記記憶手段に記憶された包装データに前記取出動作情報が設定されている場合に、前記錠
剤供給部から錠剤を取り出して前記分包手段に供給する錠剤取出し手段と、前記記憶手段
に記憶された包装データに、錠剤マスに手撒きされた錠剤を前記分包手段に供給する供給
動作を行うことを示す手撒き供給動作情報が設定されている場合に、前記錠剤マスに手撒
きされた錠剤を前記分包手段に供給する手撒供給手段と、前記記憶手段に記憶された包装
データに含まれる錠剤数が前記錠剤取出し手段により取り出されていない状態で、前記記
憶手段に記憶された包装データに従って、前記記憶手段に記憶された包装データに設定さ
れている前記取出動作情報を手撒き供給動作情報として設定した包装データを生成する生
成手段として機能させることを特徴とする。
 
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　本発明によれば、錠剤取出し手段で分包に必要な錠剤数が取り出されていない状態で、
錠剤取出し手段による錠剤取出し動作を、錠剤マスに手撒きされた錠剤を供給する供給動
作に切り替えるための包装データを生成して、分包動作を容易に継続させるための仕組み
を提供することである。
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